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携
し
実
現
を
図
り
ま
す
。

⑥
農
業
生
産
法
人
の
検
討
や
集

落
営
農
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
、
集
落
の
実
情
に
応
じ
た
農

業
経
営
と
生
産
基
盤
の
維
持
の

た
め
、
必
要
な
施
策
や
支
援
を

住
民
と
協
働
し
進
め
ま
す
。

【
畜
産
】

①
酪
農
・
肉
牛
等
の
生
産
者
へ

の
支
援
を
図
り
ま
す
。

②
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

【
林
業
】

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
な
ど
、
山
林
資
源
の

需
要
拡
大
と
保
全
に
努
め
ま

す
。

②
林
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
調
査
研
究
に
努
め
ま
す
。

【
商
工
業
】

①
商
工
会
の
組
織
基
盤
強
化
に

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
素
材
を
活
か
し
た
農
産

物
な
ど
の
加
工
に
取
り
組
む
団

体
と
商
工
会
と
の
連
携
、
協
力

に
よ
る
地
場
産
品
の
販
売
拡
大

の
支
援
を
図
り
ま
す
。

③
新
た
に
事
業
を
起
こ
す
、
ま

た
は
事
業
拡
大
を
計
画
す
る
団

体
、
組
合
な
ど
に
、
関
係
機
関

と
連
携
を
進
め
な
が
ら
支
援
を

図
り
ま
す
。

【
観
光
】

①
温
泉
資
源
・
自
然
・
歴
史
風

土
・
文
化
・
農
業
な
ど
の
恵
ま

れ
た
資
源
を
活
か
し
、
多
様
化

す
る
旅
行
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

体
験
・
滞
在
型
観
光
を
目
指
し

ま
す
。

②
地
域
全
体
で
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
づ
く
り
と
宣
伝
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

③
温
泉
街
の
足
湯
整
備
を
図
り

ま
す
。

④
町
の
観
光
客
は
日
帰
り
を
含

め
年
間
70
万
人
を
目
指
し
ま

す
。

⑤
温
泉
源
泉
施
設
の
老
朽
化
の

計
画
的
な
解
消
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
農
業
観
光
連
携
に
よ
る

地
場
産
業
の
振
興

①
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
の
特
徴
を

活
か
し
、
補
完
し
あ
う
こ
と
で

地
場
産
業
全
体
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

②
生
産
・
加
工
・
流
通
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
内
連
携
を
一
層
進
め

ま
す
。

③
山
菜
、
き
の
こ
な
ど
を
加
工

し
、
観
光
客
へ
の
提
供
や
学
校

給
食
へ
の
導
入
な
ど
地
産
地
消

を
推
進
し
ま
す
。

（
３
）
地
域
資
源
を

活
か
し
た
産
業
振
興

①
雪
冷
熱
を
活
用
し
た
農
作
物

保
存
施
設
の
整
備
促
進
を
進

め
、
他
産
地
と
の
明
確
な
差
別

化
を
図
り
ま
す
。

②
農
林
産
物
の
加
工
グ
ル
ー
プ

の
育
成
を
行
い
、
販
売
方
法
等

の
研
究
や
新
た
な
製
品
開
発
の

支
援
を
し
て
、
特
産
品
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

③

内
水
面
漁
業
（
和
賀
川
）

の
放
流
事
業
を
支
援
し
、
振
興

を
図
り
ま
す
。

（
４
）
ふ
る
さ
と
回
帰事業

の
推
進

①
都
市
生
活
者
の
農
山
漁
村
へ

の
移
住
促
進
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
と
連
携
し
、
ふ
る
さ

と
回
帰
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

②
西
和
賀
町
出
身
者
を
中
心

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

「
ふ
る
さ
と
回
帰
」
「
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
」

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
「
情
報
上
の
町
民
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）」
を
募
集
し
、
さ

ら
に
は
期
間
の
長
短
の
別
な

く
、
来
町
交
流
の
呼
び
か
け
を

図
り
ま
す
。

④
町
内
の
空
き
家
、
下
宿
等
の

調
査
を
進
め
、
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

⑤
体
験
移
住
の
実
施
を
図
り
ま

す
。

（
１
）
安
全
で
快
適
な
道
路
整
備

①
町
道
の
改
良
事
業
は
、
建
設

計
画
に
基
づ
き
継
続
事
業
を
重

点
に
推
進
し
ま
す
。

②
国
道
、
県
道
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
整
備
を

進
め
ま
す
。

③
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
い
案
内
標
識
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

（
２
）
除
雪
体
制
の
充
実
強
化

①
冬
期
間
の
交
通
確
保
は
、
県

と
の
連
携
や
民
間
委
託
も
含
め

た
効
率
的
、
効
果
的
な
除
雪
体

制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

②
高
齢
者
世
帯
の
増
加
な
ど
に

対
応
し
た
除
排
雪
の
仕
組
み
を

充
実
し
ま
す
。

③
流
雪
溝
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

（
３
）
情
報
環
境
の
整
備

①
携
帯
電
話
中
継
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
関
係
機
関
に
働
き
か

け
、
通
話
不
能
地
帯
の
解
消
を

図
り
ま
す
。

②
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
難
視
聴

の
解
消
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

中
継
施
設
の
設
置
を
関
係
機
関

に
働
き
か
け
ま
す
。

③
災
害
時
等
の
対
応
も
含
め
た

住
民
へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

（
４
）
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

居
住
環
境
づ
く
り

①
若
い
世
代
や
移
住
者
の
受
け

入
れ
に
向
け
た
住
宅
環
境
の
整

備
を
検
討
し
ま
す
。

②
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
応
し

自
然
を
大
事
に
し
た

生
活
環
境
整
備
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た
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

③
簡
易
水
道
の
老
朽
管
更
新
な

ど
供
給
体
制
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

④
公
共
下
水
道
は
継
続
箇
所
の

整
備
を
図
り
、
接
続
率
、
水
洗

化
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑤
合
併
浄
化
槽
は
さ
ら
に
整
備

率
を
高
め
ま
す
。

⑥
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
加

入
者
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

⑦
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援

し
、
高
齢
者
の
集
合
住
宅
設
置

な
ど
社
会
福
祉
分
野
か
ら
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

（
５
）
地
域
の
安
全
確
保

①
常
備
消
防
体
制
の
充
実
、
自

主
防
災
組
織
で
あ
る
消
防
団
の

団
員
確
保
や
機
能
整
備
な
ど
、

消
防
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

②
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
、
防

災
に
対
す
る
住
民
の
意
識
啓
発

を
行
い
ま
す
。

③
西
和
賀
消
防
署
の
改
築
に
つ

い
て
調
査
検
討
を
進
め
ま
す
。

④
交
通
安
全
や
防
犯
に
つ
い
て

関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を

図
り
、
安
全
・
安
心
な
町
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

（
６
）
自
然
環
境
と
景
観
の
保
全

①
身
近
な
自
然
の
大
切
さ
を
認

識
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
、

自
然
保
護
意
識
の
啓
発
・
高
揚

に
努
め
ま
す
。

②
希
少
動
植
物
や
山
野
草
、
山

菜
な
ど
の
資
源
保
護
の
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
広

報
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

③
自
然
環
境
や
人
々
の
暮
ら
し

ま
で
も
含
め
た
地
域
全
体
の
景

観
を
大
切
に
し
、
地
域
の
特
色

を
活
か
し
た
景
観
形
成
に
努
め

ま
す
。

（
７
）
循
環
型
社
会
の
実
現

①
家
庭
ご
み
の
分
別
収
集
に
よ

る
資
源
化
や
減
量
化
を
促
進

し
、
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
や
事
業

系
ご
み
の
削
減
、
再
利
用
な
ど

に
取
り
組
み
、
地
域
全
体
で
循

環
型
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。

②
ご
み
の
不
法
投
棄
を
防
止
す

る
た
め
地
域
内
外
へ
の
啓
発
活

動
を
進
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
い
美

し
い
景
観
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

③
家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
環

境
教
育
を
推
進
し
、ご
み
問
題
、

環
境
問
題
へ
の
理
解
と
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
８
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ活動

の
推
進

①
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
化
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
の
で
地
域
の

助
け
合
い
の
精
神
を
育
む
た
め

に
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

②
地
域
の
自
発
的
な
活
動
を
推

進
す
る
た
め
、集
落
や
行
政
区
、

公
民
館
等
で
行
わ
れ
る
地
域
活

動
に
対
す
る
支
援
制
度
の
導
入

を
図
り
ま
す
。

（
１
）
命
を
育
む
食
生
活
習
慣

の
見
直
し
と
改
善
を
中
心
主
題

と
し
て
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
地
域
全
体
の
教
育
振
興
を

目
指
し
、
生
涯
学
習
の
充
実
に

つ
な
が
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
県
立
西
和
賀
高
校
は
町

の
「
若
さ
」「
情
熱
」「
活
気
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
町

を
支
え
る
基
盤
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
、
希
望
の
宝
と
し
て
存
続

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
行
財

政
状
況
の
中
で
、
人
口
８
千
人

弱
の
町
と
し
て
新
た
に
発
足
し

た
西
和
賀
町
が
存
立
す
る
た
め

に
は
、
常
に
行
革
の
視
点
に
立

っ
た
行
財
政
運
営
の
見
直
し

と
、
西
和
賀
町
に
お
け
る
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
を
早
期
に

整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

合
併
効
果
・
効
率
的
な
行
財

政
運
営
体
制
を
整
え
る
た
め
に

は
、
行
政
運
営
の
基
本
方
針
を

定
め
、
計
画
的
に
行
財
政
改
革

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
新
し
い
町
の

「
行
政
改
革
大
綱
」
の
策
定
に

取
り
組
み
、
合
併
協
議
会
で
確

認
さ
れ
て
い
る
新
自
治
体
建
設

計
画
を
基
に
、
具
体
的
に
事
業

の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
、
財
政
的
な
合
併
効
果
を
最

大
限
に
活
用
し
、
健
全
な
行
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

教
育
文
化
を
未
来
に

つ
な
ぐ
た
め
に

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景のどかな西和賀町の風景

新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦新町地区のクリーン大作戦

3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式3月1日の西和賀高校卒業式
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（
１
）
保
育
所
、
小
・
中
学
校

の
連
携
と
一
貫
性
を
目
指
し
、

教
育
内
容
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

（
２
）
小
・
中
学
校
で
は
小
規

模
校
、
少
人
数
学
級
の
利
点
を

生
か
し
、
基
礎
・
基
本
的
な
学

習
内
容
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
道
徳
教
育
、
特
別
活
動
、

福
祉
教
育
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
人
材
の

活
用
、
地
域
連
携
に
よ
る
学
習

の
機
会
を
設
定
し
な
が
ら
生
徒

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

（
４
）
学
校
、
給
食
調
理
場
関

係
者
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
「
よ
り
よ
い
食
習

慣
を
身
に
付
け
、
心
と
体
の
健

康
づ
く
り
を
す
る
子
ど
も
の
育

成
」
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
県
立
西
和
賀
高
校
の
存

続
運
動
は
さ
ら
に
強
力
に
進
め

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
今
年

度
は
生
徒
に
対
す
る
通
学
費
の

助
成
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
公
民
館
活
動
を
中
心
に

し
、
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
地

域
社
会
づ
く
り
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

（
２
）
家
庭
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
子
ど
も
の
教
育
の
中

心
は
家
庭
に
あ
る
と
い
う
基
本

姿
勢
で
「
子
育
て
テ
レ
ホ
ン
」

な
ど
子
育
て
支
援
を
進
め
、
家

庭
教
育
充
実
の
た
め
の
学
習
の

場
を
設
定
し
、
運
動
の
展
開
を

進
め
ま
す
。

（
３
）
教
育
振
興
運
動
の
充
実

を
図
り
ま
す
。「
西
和
賀
町
教

育
を
高
め
る
会
」
を
中
心
に
、

地
域
と
学
校
が
連
携
を
深
め

「
健
康
で
明
る
く
、
元
気
な
子

ど
も
を
地
域
で
育
て
る
」
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
町
を
挙
げ
て

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
取
り
く

み
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

（
４
）
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
例
え
ば
、

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
事
業
に

よ
る
新
生
児
を
持
つ
母
親
支

援
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る

「
読
み
聞
か
せ
」
事
業
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
５
）
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
の
充
実
発
展
を
図
り
ま

す
。

（
６
）
出
前
講
座
の
充
実
を
図

り
町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り

ま
す
。

（
１
）
新
し
い
町
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
等
の
再
編
成
を
図
り
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
制
の
整
備

充
実
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育

成
・
援
助
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育

成
と
そ
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
施
設
・
設
備
の
整
備
・
充

実
と
活
用
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

（
１
）
西
和
賀
町
文
化
創
造
館

「
銀
河
ホ
ー
ル
」
を
活
用
し
た

創
造
性
豊
か
な
人
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
間
文
化

交
流
施
設
と
し
て
、
芸
術
文
化

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
文
化
財
の
保
護
と
活
用

に
努
め
ま
す
。

（
３
）
湯
田
町
史
、
沢
内
村
史

の
編
さ
ん
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
す
。

小
規
模
複
式
小
学
校
が
年
々

増
え
て
い
る
た
め
、
将
来
を
見

据
え
小
学
校
の
適
正
配
置
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
18
年
度
は
適
正
配
置

に
関
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
す
。

学
校
教
育

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
振
興

芸
術
・
文
化
の
振
興

小
学
校
の
適
正
配
置

に
関
す
る
検
討
委
員

会
を
設
置

早
川
正
剛

平平
成成
1188
年年
度度
教教
育育
方方
針針
要要
旨旨

方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長方針を述べる早川教育委員長

2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会2月24日沢内一小での不審者対応学習会
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合併後の初となる住民懇談会が2月5日泉沢公民館を皮切りに町内
15会場で行われました。懇談会には述べ３７４人が参加し、町長、
助役、担当課長などが出席し、地区からの要望や課題について懇談
しました。会場からは、町道の整備（道路改良、カーブミラーの設
置）、有線放送など情報伝達のあり方、農林業、流雪溝整備などに
関連して多数の課題や要望が寄せられました。
各地区での懇談の内容の一部を重複しないように紹介します。

【住民】
有線放送の今後の見通しに
ついて聞きたい。
【町からの回答】
基本的には、沢内に現在あ
る有線放送については、継続
していく。新町の建設計画で
は、有線か無線かその方法論
は別にして、西和賀町全町を
カバーするようなものが必要
であると計画されている。し
かし、施工時期やその方法に
ついては未定。

●有線放送のあり方
（長瀬野・弁天地区から）

【住民】
八ツ又停留所付近の県道１

号線は冬場は見通しが悪く、
特にバスにとっては危険。以
前から改良のための陳情・要
望を行っているが、今後もお
願いしたい。
【町からの回答】
本町は盛岡横手間道路整備

期成同盟会の事務局であり、
町長が会長であり毎年県や国
に要望している。財政難のた
め着工に踏み切っていない
が、県土木部もこの件の重要
性は認識しているので、今後
も会長としてさらに強く要望
していきたい。

●県道の整備要望
（貝沢・若畑地区から）

【住民】
豪雪による災害が発生した

が、今後も危険性があることか
ら、雪崩止め等の設置や仮設配
線の復旧工事をお願いしたい。
【町からの回答】
応急措置として町道横の杉の
木などを伐採した。現地を確認
し、雪崩防護柵も検討していき
たい。

●町道の整備要望
（鷲之巣地区から）

【住民】
平成5年から有志による第

１回目の湯田の雪まつりを立
ち上げて現在に至っている
が、年々開催にこぎつけるま
で財政面で難しくなってきて
いる。この湯田の雪まつりを、
町として積極的に支援（人、
金銭面等）していただけない
か。
【町からの回答】
あのような行事がなくなっ

てしまうのは宝を失うような
気がする。持ち帰り検討した
い。

●まちおこしの要望
（湯田地区から）

【住民】
山菜は「沢内の神様の恵み」

であり、他地域から来て山を
荒らされ、ゴミを置いていか
れる問題がある。そのため入
山禁止か「入山券」の発行な
どをして、山を守ってもらえ
るような検討をして欲しい。
【町からの回答】
山の恵みを大事にする。西和
賀の山には自由に入れるという
ようであればいけないし守るべ
きだと思うので検討する。

●入山券の要望
（太田地区から）

【住民】
今、品目横断的経営安定対策
ということで、個人では４町歩
以上、集落では何十町歩もまと
まらないと支援が受けられなく
なる。いざ集落営農といっても
大変なことで、具体的な方策を
示してほしい。
【町からの回答】
平成19年度から農政のしくみ
が大きく変わる。今までの一律
的な助成制度から認定農業者等
への集中的な助成施策へ移行す
る。町内ではまだはっきりとし
た形での取り組みはない。沢内
では花やいちご、アスパラなど
補完作目として取り組んでい
る。米ばかりでなく、そうした
作目への転換も図りたい。

●農業関係の要望
（新田郷地区から）

住民懇談会15会場に374人
多くの課題や要望寄せられる
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【住民】
今年の豪雪により新町流雪溝
水路が被害を受けた。町の対応
と区民総出の作業によって復旧
し、通常の利用が可能となった。
しかし、これは一時的な対応に
過ぎず、町を通じて抜本的な対
策を講じて欲しい。
【町からの回答】
早速、関係機関等に働きかけ
て、全力を尽して、早めに抜本
的な解決をめざして取り組みた
い。必ず、来年の冬には今年の
ようなことがないようにしたい
と思う。

●流雪溝整備の要望
（新町・前郷地区から）

【住民】
湯本地区でも若い人たちが
頑張って町づくりを行ってい
る。是非とも足湯を整備して
欲しい。正岡子規の『山の温
泉や裸の上の天の河』の句に
ちなんで是非、公衆露天風呂
を整備して欲しい。
【町からの回答】
足湯については合併建設計
画の中で、町内の各温泉施設
に足湯を設置することにして
いる。条件が整っているのは
湯本温泉と思っている。予算
がつけば18年度から進めてい
きたい。露天風呂については、
今後の検討課題としたい。

●観光振興の要望
（湯本地区から）

【住民】
地デジについては、組合に

対し国からも『早めに対応し
てくれ』と文書で通知があっ
たが、共聴組合個々での対応
は難しいので、組合同士で情
報を交換する連絡協議会みた
ないものを役場が仲立ちして
作ってくれないか。
【町からの回答】
共聴組合は、町内に15組合

がある。また受信世帯はおよ
そ940戸。町内分の整備は、
2007年から始まる予定だ。
町内では、川尻、太田、川

舟の３カ所にアンテナが設置
される。電波がはたして受信
できるかは、机上で調査し、
現地でも調査するようだ。町
としても指摘のあったような
組織は必要だと認識している。

●地上デジタル放送の要望
（小繋沢地区から）

【住民】
沢内病院建築についての場

所等の考え方を教えて欲しい。
【町からの回答】
病院の建設計画は、新しい

町に引継ぎ20億円の予算を計
画している。医師確保はぎり
ぎり4名必要である。
病院建築については、住民

の十分な納得が得られるもの
と考えている。病院建築委員
会等を立ち上げて従来の病院
よりも改善された充実した病
院建設を検討していくつもり
だ。

●病院建設について
（大野地区から）

【住民】
湯田と沢内の行政区長の仕

事の役割に大きな違いがある
と感じる。また、町内の各団
体についても、何のために存
在しているのかをなおざりに
して、単純にすり合わせをし
てひとつにしていく方向はお
かしいのではないか。
【町からの回答】
同じような機能を持つ団体

は合併後の一本化を進めてき
た。年度途中ということもあ
り４月からの合併を進めてい
る団体もある。区長の仕事・
認知度の違いは急に変えるこ
とはできないと思う。そのた
めに支援事業を活用し、どの
地域でも行政としてのかかわ
り方がある程度一体的になる
ようにしたい。

●行政運営について
（川舟地区から）

【住民】
学務課と生涯学習課に分か
れているが、教育長がいる沢
内庁舎に一本化した方が何か
と便利だと思う。生涯学習課
は女性団体や各種団体の窓口
となっているので、本来ある
べきところにないというのは
問題だ。
【町からの回答】
これは物理的な問題があ
り、湯田庁舎も沢内庁舎も教
育委員会が入るスペースがな
い。左草小学校が広々してい
いのではないかとの意見もあ
る。今後は、教育委員会の場
所については、町長等とよく
相談しながら検討したい。

●組織機構の要望
（泉沢・猿橋地区から）

【住民】
花鳥木を早く制定して町の
イメージづくりに努めて欲し
い。花はカタクリ、鳥はクマ
タカ、木はブナがいいと思う。
【町からの回答】
花鳥木については、旧湯田
町がツツジ、ヤマドリ、ブナ
で旧沢内がカタクリ、カッコ
ウ、ブナだった。今後、新町
の総合計画を作成する予定な
ので、新町にふさわしい花鳥
木の制定に取り組んでいきた
い。

●花・鳥・木の要望
（川尻地区から）

【住民】
新しい町になって地域的な

防災計画については具体的に
話がなかったが、新町での防
災計画などはどうなっている
のか。
【町からの回答】
合併に伴い、仕切り直しに

したいと考えている。国の防
災計画もいろいろ時々刻々変
化しており、町の計画と整合
性をもった良い防災計画をこ
こ２年間くらいで何とか作っ
ていきたい。

●防災関係について
（左草・下前地区から）

【住民】
現在はラジオが聞けない状

態なので、ラジオの電波が入
る地区にしてほしい。「停電時、
災害時に被災者の情報を得る
ための唯一の手立てがラジオ
だった」と新潟の被災地の様
子をTVで見るたびに、必要性
を感じている。
【町からの回答】
電波状況については直ぐに

調査し、その結果を踏まえて
検討していきたい。

●難視聴対策の要望
（湯川地区から）

ゆ
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こ
の
大
会
は
、
平
成
７
年
３

月
12
日
に
「
95
沢
内
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
」
と
し

て
記
念
す
べ
き
第
１
回
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
加
藤
昭

男
沢
内
村
教
育
長
が
「
沢
内
で

も
県
大
会
レ
ベ
ル
の
ス
キ
ー
大

会
を
行
い
た
い
」
と
提
唱
し
実

現
し
た
も
の
で
、
村
内
外
か
ら

２
４
７
人
も
の
選
手
が
参
加
し

大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
第
１

回
は
小
中
学
生
の
個
人
競
技
の

み
で
し
た
が
、
翌
年
の
第
２
回

大
会
か
ら
小
中
学
生
の
リ
レ
ー

競
技
が
、
第
10
回
大
会
か
ら
高

校
生
以
上
29
歳
ま
で
を
対
象
と

す
る
一
般
の
部
（
個
人
競
技
）

が
そ
れ
ぞ
れ
加
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
13
年
の
第
７
回

か
ら
は
「
沢
内
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
マ
ス
タ
ー
ズ
大

会
」
が
併
せ
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
マ
ス
タ
ー
ズ
」

は
30
歳
以
上
の
選
手
を
対
象
と

す
る
大
会
で
、
第
１
回
に
は
33

人
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

「
沢
内
ク
ロ
カ
ン
」
と
「
マ

ス
タ
ー
ズ
」
は
、
雪
解
け
が
遅

い
西
和
賀
地
方
で
３
月
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
岩
手
県
の
ス
キ

ー
シ
ー
ズ
ン
の
最
後
に
行
わ
れ

る
大
規
模
な
大
会
と
し
て
高
い

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
大
会
の
開
会
式
は
、
11
日

の
午
後
１
時
か
ら
志
賀
来
ロ
ッ

ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
年
度

優
勝
者
か
ら
優
勝
杯
が
返
還
さ

れ
た
後
、
高
橋
町
長
が
「
こ
こ

で
知
り
合
っ
た
友
達
と
一
緒
に

今
後
も
ス
キ
ー
の
技
術
と
自
分

の
生
き
方
を
磨
き
、
こ
の
大
会

に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う

思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う

祈
り
ま
す
」
と
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
吉
田
琢
哉
君
（
沢

内
中
３
年
・
若
畑
）
が
参
加
選

手
を
代
表
し
「
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
全

力
で
滑
り
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
。

競
技
は
開
会
式
終
了
後
、
小

中
学
生
の
リ
レ
ー
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
晴
れ
て
気
温
が
15
度

を
超
え
る
暖
か
さ
の
中
、
36
チ

ー
ム
１
３
９
人
の
選
手
が
力
い

っ
ぱ
い
の
滑
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

翌
12
日
は
、
前
日
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
て
雪
の
降
る
中
で
個

人
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
競

技
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
始
ま

り
、
２
４
４
人
の
選
手
が
30
秒

ご
と
に
次
々
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
大
会
は
原

則
と
し
て
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法
で

滑
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
中
学
生
の
個
人
に

限
り
フ
リ
ー
走
法
で
の
滑
走
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。（
走
法
の

違
い
は
『
広
報
に
し
わ
が
』
２

月
号
の
12
ペ
ー
ジ
「
知
っ
て
お

き
た
い
」
で
説
明
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
）

そ
し
て
、
11
時
45
分
か
ら
は

「
マ
ス
タ
ー
ズ
」
の
選
手
が
ス

タ
ー
ト
。
年
配
の
方
々
も
若
い

選
手
た
ち
に
負
け
ず
全
力
で
走

り
抜
き
、
沿
道
か
ら
大
き
な
声

「
第
12
回
沢
内
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
」
と
「
第
６
回
沢
内
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
」
が
、
３
月
11
日
・
12
日
の
両
日
、
志
賀

来
ス
キ
ー
場
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
の
小
中
学

生
を
は
じ
め
と
し
て
延
べ
３
８
３
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

沢内クロカン大会＆沢内クロカン大会＆
クロカンマスターズ大会クロカンマスターズ大会

雪の森をスキーで疾走

選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君選手宣誓する琢哉君

スタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たちスタート前で緊張する選手たち
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17
位
・
山
本
雅
輝
君
（
川
舟
ス

ポ
小
）
11
分
53
秒
１

▼
小
学
５
年
以
上
女
子（
３
㌔
）

19
位
・
平
澤
凛
さ
ん
（
一
本
杉

ス
ポ
小
）
13
分
50
秒
５

▼
小
学
男
子
リ
レ
ー（３

㌔
×
４
）

８
位
・
志
賀
来
ス
ポ
小
Ａ
　

（
佐
々
木
翼
君
、
高
橋
悠
太

君
、
刈
田
雅
俊
君
、
佐
々
木

伸
吾
君
）
56
分
57
秒
６

９
位
・
川
舟
ス
ポ
小
（
山
本
雅

輝
君
、
吉
田
寛
典
君
、
吉
田

文
哉
君
、
高
橋
隆
太
君
）

58
分
20
秒
６

10
位
・
貝
沢
小
学
校
（
米
倉
祐

樹
君
、
北
村
真
也
君
、
中
野

渉
君
、
田
中
祥
汰
君
）

58
分
21
秒
０

▼
小
学
女
子
リ
レ
ー（３

㌔
×
４
）

７
位
・
貝
沢
小
学
校
（
岩
井
な

つ
み
さ
ん
、
久
保
香
菜
子
さ

ん
、
松
本
久
実
さ
ん
、
福
田

さ
や
か
さ
ん
）

１
時
間
７
分
７
秒
３

▼
中
学
男
子
（
５
㌔
）

４
位
・
田
中
正
博
君
（
沢
内
中

２
年
）
13
分
23
秒
６

６
位
・
佐
々
木
涼
太
君
（
沢
内

中
２
年
）
13
分
45
秒
９

▼
中
学
女
子
（
３
㌔
）

６
位
・
久
保
絢
さ
ん
（
沢
内
中

２
年
）
７
分
48
秒
８

８
位
・
高
橋
紘
枝
さ
ん
（
沢
内

中
２
年
）
７
分
58
秒
５

10
位
・
刈
田
丞
美
さ
ん
（
沢
内

中
２
年
）
７
分
59
秒
４

▼
中
学
男
子
リ
レ
ー

（
５
㌔
×
４)

４
位
・
沢
内
中
学
校
Ａ
（
佐
々

木
周
君
、
高
橋
一
平
君
、

佐
々
木
涼
太
君
、
田
中
正
博

君
）
１
時
間
17
分
31
秒
４

５
位
・
沢
内
中
学
校
Ｂ
（
米
澤

友
樹
君
、
深
澤
光
希
君
、
佐

々
木
悠
君
、佐
々
木
大
和
君
）

１
時
間
23
分
５
秒
１

▼
中
学
女
子
リ
レ
ー

（
３
㌔
×
３
）

２
位
・
沢
内
中
学
校
（
久
保
絢

さ
ん
、
刈
田
丞
美
さ
ん
、
高

橋
紘
枝
さ
ん
）
39
分
50
秒
３

【
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
結
果
】

▼
３５
歳
〜
３９
歳
男
子
（
３
㌔
）

４
位
・
佐
々
木
保
弘
さ
ん
（
志

賀
来
ス
ポ
ー
ツ
中
年
団
）

23
分
15
秒
１

▼
４５
歳
〜
４９
歳
男
子
（
３
㌔
）

３
位
・
久
保
隆
一
さ
ん
（
泉
沢

青
年
会
）
29
分
31
秒
７

▼
５０
歳
〜
５４
歳
男
子
（
３
㌔
）

３
位
・
藤
原
利
雄
さ
ん
（
西
和

賀
町
役
場
）
23
分
41
秒
７

援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

選
手
は
、
家
族
や
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
声
援
を
背
に
う
け
な
が

ら
、、
ま
だ
雪
深
い
志
賀
来
の

森
を
ス
キ
ー
で
力
強
く
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

本
町
選
手
の
成
績
（
上
位
10
位

ま
で
、
ま
た
は
成
績
上
位
者
）

【
沢
内
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会
結
果
】

▼
小
学
４
年
以
下
男
子（
３
㌔
）

13
位
・
佐
々
木
拓
哉
君
（
志
賀

来
ス
ポ
小
）
14
分
０
秒
９

▼
小
学
４
年
以
下
女
子（
３
㌔
）

４
位
・
田
中
ゆ
か
り
さ
ん
（
志

賀
来
ス
ポ
小
）
13
分
21
秒
２

▼
小
学
５
年
以
上
男
子（
３
㌔
）

リレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託すリレーで次の走者に上位入賞を託す

２
月
18
日
志
賀
来
ス
キ
ー
場

で
、
沢
内
村
ス
キ
ー
協
会
の
主

催
で
第
30
回
沢
内
村
民
ス
キ
ー

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
旧
沢
内
村
内
の
各
小
中

学
校
や
一
般
を
含
む
40
人
あ
ま

り
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
２
回
滑
っ
た

合
計
の
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま

す
。
大
会
途
中
で
記
録
計
測
機

器
に
不
具
合
が
生
じ
一
時
的
に

中
断
し
た
も
の
の
、
参
加
選
手

は
集
中
力
を
失
う
こ
と
な
く
、

果
敢
に
ポ
ー
ル
に
ア
タ
ッ
ク
し

て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果優

勝
者
の
み
掲
載
】

▼
３
年
以
下
男
子

高
橋
佑
哉
君

（
一
本
杉
ス
ポ
少
）

女
子

高
橋
結
さ
ん

（
一
本
杉
ス
ポ
少
）

▼
４
年
男
子

刈
田
圭
佑
君

（
志
賀
来
ス
ポ
少
）

女
子

刈
田
ル
ル
さ
ん

（
志
賀
来
ス
ポ
少
）

▼
５
年
男
子

高
橋
一
輝
君

（
一
本
杉
ス
ポ
少
）

女
子

刈
田
あ
ゆ
美
さ
ん

（
志
賀
来
ス
ポ
少
）

▼
６
年
男
子

吉
田
文
哉
君

（
川
舟
ス
ポ
小
）

女
子

三
浦
悠
希
さ
ん

（
志
賀
来
ス
ポ
少
）

▼
中
学
校
男
子

為
田
　
眞
太

朗
君
（
沢
内
中
１
年
）

女
子

石
川
千
尋
さ
ん

（
沢
内
中
１
年
）

▼
青
年
の
部

高
橋
宏
明
さ
ん
（
新
町
）

▼
成
年
の
部

栗
谷
紀
夫
さ
ん
（
湯
本
）

▼
壮
年
の
部

刈
田
博
さ
ん
（
内
ノ
沢
）

第
３０
回
沢
内
村
民
ス
キ
ー
大
会

本
町
選
手
の
成
績
（
各
種
目
の

上
位
10
位
ま
で
、
ま
た
は
成
績

上
位
者
）
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「ふむふむ、�
　　どんな情報だい？」�

「町の情報を�
　　キャッチしました！」�

湯
川
温
泉
で
奉
納
相
撲

優
勝
は
貴
乃
繁

砂
ゆ
っ
こ
で介

護
予
防

２
月
18
日
湯
川
温
泉
中
の
湯

で
、
檜
峠
会
（
草
　
良
一
会
長
）

の
主
催
に
よ
る
奉
納
相
撲
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
が

楽
し
む
」
精
神
で
あ
る
こ
と
か

ら
吹
雪
な
ど
の
悪
天
候
で
は
し

ば
し
ば
中
止
の
判
断
が
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
久
々
に
空
も
晴

れ
渡
り
相
撲
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
午
後
７
時
か
ら
の
取
り
組

み
で
は
、
マ
ッ
ト
レ
ス
を
か
ぶ

っ
た
地
元
地
区
の
力
士
た
ち
16

人
が
土
俵
入
り
。

九
州
の
佐
賀
県
か

ら
、
た
ま
た
ま
湯
治
に

き
て
い
た
ご
婦
人
は

「
湯
川
温
泉
に
一
週
間

湯
治
の
予
定
で
来
た

ら
、
相
撲
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
見
に
来
た
。

お
相
撲
さ
ん
の
格
好
が

お
も
し
ろ
い
。
も
っ
と

も
っ
と
宣
伝
し
た
ら
良

い
の
に
」
と
大
絶
賛
し
て
い
ま

し
た
。

力
士
た
ち
は
、
雪
で
で
き
た

土
俵
の
上
で
技
を
繰
り
出
し
熱

戦
と
な
り
ま
し
た
。

沢
内
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
が

砂
ゆ
っ
こ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
と
な
る
教
室
に

は
、
新
町
・
大
野
地
区
の
お
よ

そ
20
人
と
新
町
保
育
所
の
年
長

組
５
人
、
そ
し
て
西
和
賀
高
校

か
ら
３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
同
セ
ン
タ
ー
の
前

島
正
人
さ
ん
が
「
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
、
笑
う
こ
と
が
大
切
。

家
の
中
に
ば
か
り
い
な
い
」
と

湯
田
地
区
や
湯
之
沢
地
区
で
の

お
年
寄
り
が
集
ま
っ
て
い
る
取

り
組
み
を
紹
介
。

そ
の
後
に
、
園
児
た
ち
と
砂

湯
の
上
で
運
動
を
す
る
な
ど
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

湯
田
温
泉
峡
旅
館
組
合
で

苦
情
ゼ
ロ
に
挑
戦

２
月
17
日
湯
夢
プ
ラ
ザ
で
湯

田
温
泉
峡
旅
館
組
合
（
高
橋
繁

廣
会
長
）
に
よ
る
接
客
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
ヒ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
大
西

れ
い
子
代
表
。
大
西
講
師
は

「
接
客
の
極
意
『
苦
情
ゼ
ロ
に

挑
戦
ー
心
の
内
を
細
心
に
』
の

精
神
を
貫
く
」
と
題
し
て
、
お

客
様
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と

は
何
か
、
苦
情
対
応
の
考
え
方

な
ど
を
講
演
し
ま
し
た
。
研
修

会
に
は
、
町
内
旅
館
の
女
将
な

ど
40
人
ほ
ど
が
参
加
。
講
師
の

言
葉
に
う
な
ず
き
な
が
ら
、
熱

心
に
メ
モ
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

大
西
講
師
は
「
ク
レ
ー
ム
処

理
と
よ
く
言
う
が
、
そ
れ
は
早

く
片
付
け
て
し
ま
お
う
と
思
っ

て
い
る
か
ら
『
処
理
』
に
な
る
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
苦
情
に
対

し
て
は
真
剣
に
取
り
組
む
こ

と
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
欲
し

い
」
と
話
し
「
苦
情
に
対
す
る

対
応
の
仕
方
が
、
そ
の
組
織
の

姿
勢
に
な
っ
て
現
れ
る
」
と
お

客
さ
ん
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
訴
え
ま
し
た
。

熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者熱心に聞きいる参加者

「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？「片足で30秒」出来ますか？

「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります「えい」と技に力が入ります
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雪
あ
か
り
と
そ
ば
打
ち

「
出
逢
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」

疫
病
防
止
を
祈
願
し

下
前
地
区
で
人
形
送
り

第
６
回
「
出
逢
い
パ
ー
テ
ィ

ー
＆
ゆ
き
あ
そ
び
IN
さ
わ
う

ち
」
が
、
３
月
４
日
か
ら
５
日

ま
で
ホ
テ
ル
沢
内
銀
河
高
原
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
独
身
の
人
た
ち
に
交

流
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
旧

沢
内
村
教
育
委
員
会
が
毎
年
行

っ
て
き
た
も
の
を
新
町
で
も
引

き
続
き
行
っ
た
も
の
。

今
回
は
町
内
外
か
ら
男
女
約

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
高
橋
教
育
長
が
「
西
和

賀
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
交

流
を
深
め
て
欲
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
参
加
者
は
雪
あ
か

り
の
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
に
挑

戦
。
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
１
時
間
ほ
ど
か
け
て

約
80
個
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

夜
は
お
待
ち
か
ね
の
「
出
逢

い
パ
ー
テ
ィ
ー
」。
参
加
者
ら

は
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た
ミ
ニ

か
ま
く
ら
に
灯
し
た
幻
想
的
な

光
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
時
間
が

過
ぎ
て
も
な
お
語
り
合
い
を
続

け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
日

は
そ
ば
打
ち
体
験
。参
加
者
は
、

思
い
出
に
残
る
２
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

３
月
５
日
下
前
地
区
で
、
厄

払
い
人
形
送
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
も
と
も
と
は
、
旧
暦
の
２

月
10
日
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
日
と
重
な
り
参
加
す
る

人
が
少
な
く
な
る
な
ど
の
理
由

か
ら
３
月
の
第
１
日
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
は
戦
前
か
ら
行
わ
れ
、

戦
時
中
、
戦
後
は
食
糧
難
な
ど

も
あ
っ
て
一
時
取
り
や
め
て
い

ま
し
た
が
、
復
活
を
望
む
地
区

の
有
志
が
昭
和
58
年
か
ら
今
の

形
で
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
下
前
公
民
館
で
お

よ
そ
２
時
間
ほ
ど
で
作
ら
れ
た

人
形
は
、
ほ
ら
貝
な
ら
ぬ
「
下

前
版
大
筒
」
に
導
か
れ
、
下
前

集
落
か
ら
寅
沢
集
落
ま
で
、
お

よ
そ
３
㌔
ほ
ど
の
道
の
り
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

行
く
先
々
の
沿
道
の
住
民
か

ら
は
、「
酒
や
さ
か
な
」
が
振

る
舞
わ
れ
休
憩
を
取
り
な
が
ら

お
よ
そ
１
時
間
30
分
程
度
で
地

区
境
に
到
着
。
人
形
を
木
に
結

わ
え
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
つ
い
た
餅
を
人
形
に
持
た
せ

て
疫
病
防
止
を
祈
願
し
ま
し
た
。

湯
田
町
交
通
安
全
協
会

死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
達
成

平
成
18
年
３
月
６
日
銀
河
ホ

ー
ル
で
、
湯
田
町
交
通
安
全
協

会
の
主
催
に
よ
る
死
亡
事
故
ゼ

ロ
１
０
０
０
日
を
達
成
し
た
こ

と
に
よ
る
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
に
は
、
来
賓
も
含

め
て
１
３
０
人
ほ
ど
が
参
加
し

ま
し
た
。

湯
田
町
交
通
安
全
協
会
長
の

真
壁
信
男
さ
ん
（
上
野
々
）
は

「
平
成
15
年
６
月
８
日
か
ら
平

成
18
年
３
月
３
日
で
悲
願
の
１

０
０
０
日
を
達
成
し
た
。
冬
期

間
が
長
い
こ
と
も
あ
っ
て
常
に

不
安
が
あ
る
が
、
今
後
も
死
亡

事
故
ゼ
ロ
を
祈
願
し
て
い
き
た

い
」
と
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
に
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
運
動
に
対
し
て
功
績
の
あ

っ
た
玉
泉
寺
の
泉
全
英
さ
ん
、

北
上
信
用
金
庫
、
川
尻
地
区
交

通
安
全
母
の
会
に
協
会
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
秋
田
県

雄
勝
地
域
振
興
局
の
佐
藤
貞
勝

出
納
長
か
ら
特
別
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

今
回
の
こ
の
記
録
は
旧
湯
田

町
と
し
て
の
記
録
で
あ
り
、
今

後
の
西
和
賀
町
の
記
録
は
今
年

の
５
月
に
１
０
０
０
日
を
迎
え

る
旧
沢
内
村
の
記
録
に
一
本
化

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
湯
田
町
交

通
安
全
協
会
と
沢
内
村
交
通
安

全
協
会
は
、
当
分
の
間
は
統
合

せ
ず
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
交
通
事
故
に
は
十

分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 バケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくりバケツでミニかまくらづくり

あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長あいさつする真壁会長
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地
球
温
暖
化
と
は
、
私
た
ち

の
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
が
原
因
で
、
地
球
を
適

温
に
保
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
が
濃
く
な
り
地
球
全
体
の
温

度
が
上
が
る
こ
と
で
す
。
温
度

が
上
が
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
防
止
の
取
り
組
み
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
一
方

で
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る

森
林
な
ど
を
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
度
、
県
内
の
28
校
の
小

学
校
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
。
町
内
か
ら

は
沢
内
第
一
小
学
校
が
取
り
組

み
、
モ
デ
ル
校
と
し
て
先
ご
ろ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
授
業
と
の
関
連

も
あ
り
４
年
生
13
人
と
５
年
生

の
20
人
の
家
族
が
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
家
庭
か
ら
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
で

す
。
例
え
ば
、
誰
も
い
な
い
部

屋
の
照
明
は
消
す
、
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
を
す
る
時
間
を
減
ら
す
、

テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
事
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
家
庭

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
実
行
で
き
た
時
に
は
、
専
用

シ
ー
ト
に
印
を
つ
け
な
が
ら
達

成
度
を
調
べ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

「
ち
ょ
っ
と
」
の
事
か
ら
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

地
域
ぐ
る
み
で
食
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
猿
橋
小
学
校
で
は
、

親
子
で
食
育
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
「
食
育
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
作
成
し
、
こ
の
度
地

区
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
同
校
の

全
家
庭
か
ら
標
語
を
募
集
し
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
米
澤
喬

君
（
６
年
生
）
の
「
祖
母
が
植

え
　
僕
が
掘
り
出
し
　
母
料
理

芋
の
子
汁
で
　
家
族
団
ら
ん
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
児

童
が
考
え
た
野
菜
を
身
近
に
考

え
る
た
め
の「
ト
マ
ト
ぼ
う
や
」

な
ど
の
マ
ス
コ
ッ
ト
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

皆
川
豊
子
校
長
は
「
食
事
を

通
し
て
、
子
供

達
は
親
に
感
謝

し
、
親
は
子
供

が
健
康
に
育
っ

て
欲
し
い
と
願

う
。
お
互
い
に

感
謝
し
家
族
の

ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
こ
と
が
大

切
。ま

た
、
地
域

の
方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
た
い
。
こ
の
事
業
を
通

し
て
地
域
ぐ
る
み
で
、
健
康
な

子
供
た
ち
を
育
て
る
と
い
う
意

識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

同
校
は
「
学
校
給
食
に
お
け

る
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携

推
進
事
業
」
の
指
定
を
う
け
、

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
指
定
期
間
は
、

17
・
18
年
度
の
２
年
間
。ま
た
、

研
究
推
進
校
と
し
て
、
総
合
学

習
の
時
間
を
利
用
し
全
学
年
で

稲
作
に
挑
戦
し
た
り
、
地
域
の

方
を
招
い
て
郷
土
料
理
を
学
ぶ

な
ど
積
極
的
に
食
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
ご
う
隊
事
業

沢
内
第
一
小
で
表
彰

猿
橋
小
学
校
で
カ
レ
ン
ダ
ー

食
育
で
家
族
の
ふ
れ
あ
い

国
土
交
通
省
が
行
っ
た
平
成

17
年
度
「
土
砂
災
害
等
に
関
す

る
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
で
岩
手
県
の
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
川
尻
小
学
校

４
年
生
の
菅
原
千
歳
さ
ん
の
作

品
が
中
央
審
査
で
砂
防
部
長
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
地
す

べ
り
や
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂

菅
原
千
歳

ち
と
せ

さ
ん
　
砂
防
部
長
賞
受
賞

災
害
や
、
防
止
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
１

９
９
点
の
応
募
作
品
が
あ
り
、

各
都
道
府
県
審
査
の
最
優
秀
賞

作
品
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る

中
央
審
査
で
さ
ら
に
審
査
さ
れ

ま
す
。

千
歳
さ
ん
は「
お
父
さ
ん
が
、

道
路
や
災
害
防
止
の
工
事
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
書
い
た
」

と
話
し
「
絵
を
描
い
た
り
す
の

が
好
き
」
と
得
意
分
野
で
の
受

賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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２
月
18
日
湯
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
湯
田
町
卓
球
協
会
が
中
心
に
な
り
、

第
26
回
湯
田
町
内
学
童
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
旧
湯
田
町
内
の
各
小
学
校
か

ら
50
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
湯
本
小
学
校
６
年
生
の

森
田
珠
璃
さ
ん
（
湯
田
）
と
越
中
畑
小
学

校
５
年
生
の
高
橋
優
木
君
（
野
々
宿
）
が

５
年
間
連
続
優
勝
し
た
こ
と
か
ら
栄
光
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
│
優
勝
者
の
み
掲
載
】

▼
３
年
以
下

男
子

真
島
陽
君
（
川
尻
小
３
年
）

女
子

高
橋
佳
枝
さ
ん（
川
尻
小
３
年
）

▼
４
年
男
子

池
田
慣
作
君
（
越
中
畑
小
）

女
子

高
橋
彩
花
さ
ん
（
川
尻
小
）

▼
５
年
男
子

高
橋
優
木
君
（
越
中
畑
小
）

女
子

桑
島
史
織
さ
ん
（
川
尻
小
）

▼
６
年
男
子

菅
原
拓
哉
君
（
川
尻
小
）

女
子

森
田
珠
璃
さ
ん
（
湯
本
小
）

２
月
26
日
湯
田
ス
キ
ー
場
で
、
湯
田
ス

キ
ー
協
会
に
よ
る
湯
田
町
民
ス
キ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
旧
湯

田
町
内
の
各
小
学
校
や
一
般
を
含
む
73
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
自
分
の
技
量
に
あ
わ
せ

て
３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
一
つ
を
選
び
、
２

回
滑
っ
た
合
計
の
タ
イ
ム
を
競
う
ベ
ス
ト

タ
イ
ム
と
、
２
回
滑
っ
た
タ
イ
ム
差
を
競

う
タ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
。
参

加
選
手
は
、
上
手
に
ポ
ー
ル
を
く
ぐ
り
雪

面
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
ー
優
勝
者
の
み
掲
載
】

ベ
ス
ト
タ
イ
ム

▼
C
コ
ー
ス

男
子

高
橋
一
希
君（
湯
本
小
１
年
）

女
子

高
橋
華
苗
さ
ん
（
川
尻
小
１
年
）

▼
B
コ
ー
ス

男
子

梅
川
龍
哉
君
（
川
尻
小
２
年
）

女
子

高
橋
美
歌
さ
ん
（
湯
本
小
４
年
）

▼
A
コ
ー
ス

男
子

佐
藤
秀
樹
さ
ん
（
一
般
・
大
沓
）

女
子

竹
澤
野
々
加
さ
ん（
湯
本
小
６
年
）

▼
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
低
学
年

男
子

栗
谷
京
生
君
（
湯
本
小
３
年
）

女
子

竹
澤
ゆ
き
み
さ
ん
（
湯
本
小
３
年
）

▼
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
高
学
年

男
子

刈
田
雄
平
君
（
湯
本
小
５
年
）

女
子

栗
谷
芽
依
さ
ん
（
湯
本
小
６
年
）

タ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

▼
C
コ
ー
ス

男
子

高
橋
一
希
君
（
湯
本
小
１
年
）

女
子

高
橋
美
咲
さ
ん
（
川
尻
小
１
年
）

▼
B
コ
ー
ス

男
子

天
瀬
洸
太
君
（
湯
本
小
３
年
）

女
子

羽
柴
真
輝
さ
ん
（
湯
本
小
年
）

2
月
25
日
夏
油
高
原
ス
キ
ー
場
で
第
26

回
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
東
北
決
勝
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

県
大
会
で
上
位
の
成
績
を
収
め
た
町
内

選
手
８
人
が
東
北
大
会
に
臨
み
ま
し
た

（
詳
し
く
は
広
報
２
月
号
９
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。
各
ク
ラ
ス
で
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
　
１０
位
ま
で
】

▼
キ
ッ
ズ
２
男
子

９
位
・
羽
柴
麗
君
（
湯
本
小
４
年
）

▼
チ
ル
ド
レ
ン
１
女
子

９
位
・
石
川
千
尋
さ
ん
（
沢
内
中
１
年
）

▼
チ
ル
ド
レ
ン
２
男
子

10
位
・
刈
田
翔
君
（
沢
内
中
２
年
）

▼
A
コ
ー
ス

男
子

佐
藤
秀
樹
さ
ん（
一
般
・
大
沓
）

女
子

高
橋
瑠
璃
さ
ん（
川
尻
小
６
年
）

▼
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム

男
子

栗
谷
京
生
君
（
湯
本
小
３
年
）

女
子

栗
谷
芽
依
さ
ん（
湯
本
小
６
年
）

町
内
学
童
卓
球
大
会

町
民
ス
キ
ー
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン

東
北
決
勝
大
会

各種大会の結果

惜しくも入賞を逃した刈田あり紗選手
（沢内中2年・内ノ沢）

栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君栄光賞を受賞する優木君それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！それっもう少しでゴールだぞ！！
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湯田地域（川尻）

町では、町内の2カ所で積雪量を冬期間、独自に調査しています。湯田地域は湯田庁舎付近、また沢内地
域は沢内庁舎付近で調査しています。また、テレビで報道される結果とは観測場所も調査方法も違います
ので、両者の数字は一致しません。問合先／企画課（湯田庁舎）統計係　　82-3284

積雪量調査

今年
昨年
現在までの最高積雪

H17年2月28日 215cm

S48年1月27日 368cm

5　10　15　20　25 5　10　15　20　25 5　10　15　20　25 5　10　15　20　25 5　10　15　20　25 5　10　15　20　25 5　10　15　�
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４００�

３００�

２００�

１００�

350

250

150

50

��
�

積雪�

月日�

沢内地域（太田）

H17年3月2日 276cm S45年3月21日 296cm

H18年2月13日 261cm

H18年2月13日 213cm

３
月
７
日
湯
田
庁
舎
大
会
議
室
で
、
西

和
賀
町
豪
雪
災
害
対
策
本
部
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
に
は
、
本
部
委
員
と
な
っ

て
い
る
関
係
者
ら
30
人
あ
ま
り
が
出
席
し

ま
し
た
。
情
報
交
換
で
は
、
各
機
関
の
担

当
者
か
ら
現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

湯
田
駐
在
所
か
ら
は
「
早
め
に
チ
ェ
ー

ン
を
つ
け
る
な
ど
の
対
応
で
真
夜
中
の
ト

ラ
ッ
ク
の
事
故
は
幸
い
に
し
て
ゼ
ロ
だ
」

と
の
報
告
や
岩
手
県
土
木
部
湯
田
出
張
所

か
ら
は
「
除
雪
よ
り
も
排
雪
を
中
心
に
作

業
し
て
い
る
。
花
巻
大
曲
線
に
つ
い
て
も

早
期
に
交
通
開
放
し
た
い
」
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
課
か
ら
は
「
昨
年
12
月
末
、

甲
子

か
っ
ち

地
区
で
積
雪
に
よ
る
倒
木
が
原
因

で
、
電
気
、
電
話
、
有
線
テ
レ
ビ
線
が
切

断
さ
れ
集
落
が
孤
立
し
た
」
と
い
う
報
告

や
、
農
林
課
か
ら
は
「
現
状
で
も
水
路
な

ど
の
被
害
を
確
認
し
て
い
る
。
雪
解
け
後

の
被
害
拡
大
も
考
え
ら
れ
る
が
、
昨
年
の

経
験
を
生
か
し
て
関
係
機
関
と
も
協
力
し

て
消
雪
材
の
配
布
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
」
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

２
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
降
雪
も
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
12
日

か
ら
14
日
に
か
け
て
降
っ
た
雪
で
（
三
日

間
で
、
湯
田
で
55
㌢
の
降
雪
）、
あ
た
り

一
面
は
ま
た
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
積
雪
深
が
２
㍍
を
超
え
た
場

合
に
災
害
警
戒
本
部
、
２
㍍
50
㌢
を
超
え

た
場
合
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
の
大
雪
の

た
め
12
月
28
日
太
田
観
測
ポ
イ
ン
ト
で
１

９
７
セ
ン
チ
を
記
録
し
警
戒
本
部
を
設

置
、
２
月
13
日
に
同
ポ
イ
ン
ト
で
２
６
１

㌢
の
積
雪
深
を
観
測
し
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。

町
で
は
、
警
戒
本
部
の
設
置
以
来
、
職

員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、
広

報
活
動
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
行

っ
て
い
ま
す
。

雪
に
よ
る
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
本
部
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

豪
雪
災
害
対
策
本
部
／
生
活
環
境
課
（
湯

田
庁
舎
）

８
２
│
３
２
８
３

豪
雪
災
害

対
策
本
部
会
議

関関
係係
機機
関関
でで
情情
報報
交交
換換

会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子会議の様子

・
・

・
・
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昭
和
55
年
度
の
旧
湯
田
町
町

勢
功
労
者
の
高
橋
金
三
郎
さ
ん

（
湯
之
沢
・
91
歳
）
が
２
月
21

日
肺
炎
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。金

三
郎
さ
ん
は
、
昭
和
９
年

湯
田
村
消
防
組
消
防
手
か
ら
昭

和
53
年
の
退
任
ま
で
と
、戦
前
、

戦
中
、
戦
後
と
消
防
人
と
し
て

の
職
務
に
努
め
常
に
第
一
線
に

た
っ
て
災
害
の
防
止
と
被
害
の

軽
減
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
も
、
昭
和
44
年
の
大
雨

の
際
に
は
、
橋
を
守
る
た
め
自

ら
ロ
ー
プ
を
体
に
巻
き
濁
流
に

入
り
、
流
木
の
除
去
作
業
を
果

敢
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

輝
か
し
い
功
績
が
認
め
ら
れ
、

昭
和
54
年
に
は
勲
六
等
旭
日
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

高
橋
金
三
郎
さ
ん
逝
去

町では次のとおり入札を行いました。施行箇所などの詳細については、担
当課までお問い合わせください。1～4番は建設課　　82-3288まで。

番号：1
工事名：両沢地区増圧ポンプ設置工事
内容：場内配管工L=24.5m、機械設備工、電気計装設備工など
契約金額：927万1,500円　　契約者：（有）近藤設備（沢内村）
工期：H18.2.27～18.3.25

番号：2
工事名：下の沢地区水管橋復旧工事　　内容：根妻橋横断工　L=15.4m
契約金額：404万2,500円　　契約者：（有）美設備（沢内村）
工期：H18.2.27～18.3.25

番号：3
工事名：町道東側幹線道路改良事業に伴う配水管移設
工事内容：配水管布設工　L=45.4m 契約金額：99万7,500円
契約者：（有）佐々木設備（沢内村） 工期：H18.2.27～18.3.25

番号：4
工事名：沢内統合簡易水道事業連絡管（蛭山・鍵沢地区）布設工事
内容：連絡管布設工　L=260m 契約金額：278万2,500円
契約者：（有）栄和工業（沢内村） 工期：H18.2.27～18.3.25

入 札 執 行 状 況

特別町民�

コーナー�

ふ
る
さ
と

通
信
会
員

を
募
集
し

て
い
ま
す

H18.2.20執行分

新
町
発
足

に
伴
い
、
西

和
賀
町
農
政

推
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

２
月
20
日
沢
内
庁
舎
で
、
第

１
回
目
の
会
議
が
行
わ
れ
、
各

委
員
に
町
長
か
ら
辞
令
が
交
付

さ
れ
た
ほ
か
、
会
長
に
は
西
和

賀
農
協
組
合
長
の
佐
々
木
覓
さ

ん
、
副
会
長
に
は
畠
山
繁
美
さ

ん
（
下
前
）
が
委
員
の
互
選
に

よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

西
和
賀
町
農
政
推
進
協
議
会

で
は
、
農
業
振
興
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
、
農
業
振
興
地
域
の

整
備
及
び
農
業
構
造
改
善
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

会
議
当
日
は
、
18
年
度
の
町

の
農
政
推
進
方
針
や
、
水
田
農

業
構
造
対
策
に
係
わ
る
実
施
方

針
、
品
目
横
断
的
政
策
へ
の
取

り
組
み
、
雪
害
対
策
、
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
構
想
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
の
任
期
は
18
年

２
月
20
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

西
和
賀
町
農
政
推
進
協
議
会

会会
長長
にに
佐佐
々々
木木
覓覓
ささ
んん

西和賀町農政推進協議会委員

役　職 氏　名 所　　　属

会長

副会長

委員

アドバ
イザー

佐々木　覓　

畠山　繁美

大石　忠夫

横島　克廣

内記　信也

藤田　藤雄　

多田　隆義

有馬　富博

有馬なお子

高橋　厚子

高橋　　到

柳沢　好徳

小玉　敏夫

西和賀農業協同組合長（組織代
表）・太田

農家代表・下前

西和賀町議会産業建設常任委員
長・新町

湯田地域普及所長（組織代表）

西和賀町農業委員会長（組織代
表）・太田
西和賀土地改良区理事長（組織
代表）・太田

農家代表・貝沢

農家代表・鍵飯

農家代表・新町

農家代表・左草

農家代表・湯田

農家代表・白木野

北上地方振興局農林部技術主幹
兼地域農政推進課長

（敬称略）

４
月
か
ら
「
湯
田
町
特
別
町

民
事
業
」
は
、
内
容
を
そ
の
ま

ま
に
「
西
和
賀
町
ふ
る
さ
と
通

信
」
と
名
前
を
あ
ら
た
に
し
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

現
在
、
本
事
業
の
平
成
18
年

度
会
員
の
申
込
を
受
付
中
で

す
。
申
し
込
み
が
遅
れ
て
し
ま

う
と
、
四
月
号
の
「
広
報
に
し

わ
が
」
な
ど
が
お
届
け
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
加
入
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
申
込
用
紙
が
必
要
な

方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
町
内
出
身
者
に
限
ら

ず
関
心
の
あ
る
方
に
広
く
お
勧

め
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
観

光
商
工
課
に
あ
っ
た
事
務
局

は
、
産
業
公
社
に
移
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
４
月
か
ら
の
事
務
局
】

㈱
湯
田
産
業
公
社

〒
０
２
９
│
５
５
１
２

西
和
賀
町
川
尻
40
地
割
73
番
地

11
０
１
９
７
│
82
│
２
２
１
１

もも
とと
むむ
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岩
手
県
農

業
農
村
指
導

士
協
会
の
会

長
に
、
中
村

キ
ミ
イ
さ
ん

（
両
沢
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

こ
の
協
会
は
、
岩
手
県
指
導

農
業
士
協
会
と
岩
手
県
青
年
農

業
士
協
会
、
さ
ら
に
岩
手
県
農

村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
の

三
つ
の
組
織
が
一
緒
に
な
り
、

平
成
16
年
２
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
キ
ミ
イ
さ
ん
は
、
岩
手

県
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協

会
の
副
会
長
で
あ
り
、
設
立
と

同
時
に
副
会
長
に
就
き
ま
し
た
。

２
月
７
日
雫
石
町
で
総
会
が

行
わ
れ
、
副
会
長
を
努
め
た
実

績
な
ど
か
ら
、
こ
の
度
の
会
長

職
に
選
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

西
和
賀
町
議
会
３
月
定
例
議

会
が
３
月
10
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
今
回
は
両
町
村
の
決
算

審
議
な
ど
が
あ
る
た
め
、
会
期

は
28
日
（
予
定
）
ま
で
と
通
常

よ
り
長
め
に
な
り
ま
し
た
。

3
月
17
日
ま
で
に
可
決
さ
れ

た
主
な
議
案
と
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

な
お
、
両
町
村
の
決
算
、
新

町
の
予
算
は
現
在
審
査
中
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
次
月
号
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
議
案
第
２
号
】

指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
き
に

関
す
る
条
例

町
が
管
理
運
営
し
て
い
る
公

の
施
設
（
体
育
館
や
公
民
館
な

ど
は
）
の
委
託
先
は
、
今
ま
で

は
公
社
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
管
理
委

託
制
度
と
言
い
ま
す
。

平
成
15
年
９
月
の
自
治
法
改

正
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
が
持

つ
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
費
削

減
を
目
的
と
し
て
「
指
定
管
理

者
制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
案
の
可
決
で
、
民

間
事
業
者
も
含
め
て
施
設
の
管

理
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

【
議
案
第
７
号
】

奨
学
金
貸
与
条
例

町
に
居
住
し
て
い
る
方
の
お

子
さ
ん
が
、
高
校
以
上
に
在
学

し
、
経
済
的
に
修
学
が
困
難
で

あ
る
場
合
に
奨
学
金
を
貸
与
し

ま
す
。

奨
学
金
の
貸
与
額
は
、
高
校

で
月
額
２
万
円
以
内
、
専
修
学

校
は
月
額
３
万
円
以
内
、
大

学
・
短
大
は
月
額
６
万
円
以
内
。

【
議
案
第
８
号
】

医
師
養
成
修
学
資
金
貸
与
条
例

沢
内
病
院
で
医
療
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
方
に
、
修
学
資
金

を
貸
与
し
ま
す
。

入
学
一
時
金
と
し
て
１
０
０

０
万
円
を
超
え
な
い
額
（
私
立

大
学
の
み
）、
修
学
資
金
と
し

て
月
額
25
万
円
以
内
で
す
。

【
議
案
第
９
号
】

沢
内
村
敬
老
祝
金
条
例
の
廃
止
　

合
併
後
も
暫
定
的
に
施
行
し

て
い
た
同
条
例
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。

本
条
例
に
よ
る
最
後
の
該
当

者
は
深
澤
ツ
ヤ
さ
ん
（
太
田
・

１
０
２
歳
）。

3
月
議
会
速
報

【
議
案
第
１１
号
】

一
般
職
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
務
員
の
給
与
が
、
民

間
事
者
と
比
較
し
て
高
い
こ

と
、
さ
ら
に
地
方
と
中
央
の
賃

金
格
差
を
平
準
化
す
る
た
め
に

「
地
域
級
」
と
い
う
考
え
方
が

導
入
さ
れ
ま
す
。
職
員
の
給
与

は
、
平
均
し
て
年
額
で
一
律

４
・
８
％
引
き
下
げ
ら
れ
、
30

歳
代
後
半
の
職
員
は
最
大
で

７
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
勤
務
実
績
に
応
じ
て
昇
級
す

る
能
力
実
績
の
要
素
が
反
映
さ

れ
る
昇
給
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

【
議
案
第
１７
号
】

平
成
１７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
と
も

８
６
４
９
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
額
を
38

億
７
６
４
９
万
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

主
な
、
内
容
は
、
冬
期
間
の

除
雪
車
両
の
燃
料
費
と
し
て
お

よ
そ
１
５
６
９
万
円
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
検
出
さ
れ
２
月
３
日
か

ら
閉
鎖
し
て
い
る
川
尻
地
区
公

民
館
の
解
体
費
用
な
ど
と
し
て

お
よ
そ
４
０
２
６
万
円
の
予
算

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

キ
ミ
イ
さ
ん
は
「
町
内
に
も

多
く
の
先
輩
や
会
員
が
模
範
的

な
農
業
経
営
を
し
て
い
る
。
岩

手
県
の
農
業
の
先
達
と
し
て
農

業
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
い
る

多
く
の
先
輩
の
い
る
中
で
、
自

分
に
と
っ
て
は
大
変
な
重
責
と

任
務
だ
と
思
っ
て
い
る
。

農
業
は
さ
ら
に
大
変
な
時
期

を
迎
え
て
い
る
が
、
男
女
一
緒

に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
仲
間
の
皆
さ

ん
と
さ
ら
に
研
さ
ん
を
深
め
、

農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
向

け
、
自
分
の
も
て
る
力
を
発
揮

し
て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
18
年
２
月
７

日
か
ら
２
年
間
。

岩
手
県
農
業
農
村
指
導
士
協
会

会
長
に
中
村
キ
ミ
イ
さ
ん

●
撤
回
さ
れ
た
議
案
●

【
議
案
第
１０
号
】

特
別
職
の
給
与
、
旅
費
、
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

両
町
村
の
行
政
区
長
の
年
間

の
報
酬
額
を
、
統
一
し
た
基
準

で
再
計
算
し
、
２
年
の
経
過
期

間
を
経
て
是
正
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、
現
在
の
行
政
区
長
の

報
酬
額
は
、
旧
沢
内
村
が
24
万

２
０
０
０
円
か
ら
40
万
２
０
０

０
円
の
範
囲
で
、
旧
湯
田
町
で

は
12
万
９
７
４
０
円
か
ら
24
万

３
８
０
円
の
範
囲
で
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
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神神
楽楽
面面
づづ
くく
りり

高
橋
昭
三
さ
ん
（
中
村
・
78
歳
）

たたくくみみ

す
。
作
業
部
屋
に
は
今
ま
で
作
っ
た
神
楽

面
が
所
狭
し
と
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

記
念
す
べ
き
第
一
作
目
は
、
ひ
ょ
っ
と

こ
の
面
。
セ
ル
ロ
イ
ド
の
面
を
見
よ
う
見

ま
ね
で
作
っ
た
の
が
最
初
と
の
こ
と
。
そ

れ
か
ら
、
足
か
け
20
年
。
昭
三
さ
ん
の
面

づ
く
り
の
師
匠
は
、
２
冊
の
面
の
打
ち
方

が
書
い
て
あ
る
専
門
書
。

面
に
使
う
木
は
通
称
マ
ン
ダ
と
い
う

木
。
動
き
の
激
し
い
踊
り
な
ど
で
は
軽
さ

を
重
視
し
て
キ
リ
、
高
級
品
に
な
る
と
ヒ

ノ
キ
な
ど
が
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
昭

三
さ
ん
は
「
柔
ら
か
く
、
木
肌
が
良
い
。

趣
味
の
範
囲
だ
が
ら
」
と
、
こ
の
マ
ン
ダ

に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

制
作
の
途
中
で
難
し
い
の
は
、
目
や
小

鼻
な
ど
を
左
右
均
等
に
打
っ
て
い
く
こ

と
。
予
め
、
紙
な
ど
を
掘
る
大
き
さ
に
切

「
俺
の
場
合
は
匠
で
も
な
ん
で
も
ね
え

が
ら
、
ピ
ン
ト
は
ず
れ
で
ら
が
も
し
れ
ね

ど
。
ど
素
人
だ
ど
も
い
い
が
」
と
昭
三
さ

ん
。

「
何
か
趣
味
を
持
だ
ね
ば
で
き
ね
が
ど
思

っ
て
よ
」
と
思
い
、
農
協
や
商
店
に
勤
め

た
後
に
退
職
し
、
そ
れ
か
ら
面
づ
く
り
を

趣
味
に
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
絵
画
の
よ

う
な
文
化
刺
繍
も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
神
楽
面
づ
く
り
が
中
心
で
す
。

作
業
場
は
、
自
宅
前
の
車
庫
の
２
階
の

小
部
屋
。
入
り
口
に
は
、「
面
工
房
　
雅

号
　
昭
道
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
あ
り
ま

す
。「
道
と
い
う
字
が
好
ぎ
だ
が
ら
、
勝

手
に
昭
道
と
雅
号
を
つ
け
だ
」
と
言
い
ま

っ
て
、
そ
れ
に
合
せ
て
面
を
打
ち
ま
す
。

「
な
ん
ぼ
時
間
か
が
た
っ
て
よ
趣
味
だ
ば
、

気
む
い
だ
ど
ぎ
に
や
れ
ば
い
い
べ
。
作
っ

て
も
満
足
す
る
こ
と
は
ね
。
こ
こ
は
だ
め

だ
、
あ
そ
こ
が
だ
め
だ
と
思
う
が
、
上
手

に
な
ら
ね
ば
で
ね
ど
も
思
っ
て
ね
」
と
言

い
ま
す
。
道
具
も
、
ノ
ミ
な
ど
最
低
限
は

購
入
し
た
も
の
の
、
お
孫
さ
ん
か
ら
も
ら

っ
た
彫
刻
刀
な
ど
が
そ
の
中
心
。

面
一
つ
を
制
作
す
る
の
に
だ
い
た
い
一

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。「
一
日
む
た
っ

と
や
る
わ
け
で
も
ね
ど
も
よ
、
ま
ず
一
時

間
か
二
時
間
も
や
れ
ば
あ
ぎ
で
し
ま
う

べ
。
な
ん
て
い
う
が
、
何
も
制
約
さ
れ
ね

で
よ
、
わ
れ
好
ぎ
な
よ
う
に
こ
う
だ
、
こ

う
つ
ぐ
っ
て
み
る
が
な
、
そ
う
い
う
ど
ご

が
お
も
し
ぇ
。
ぼ
げ
ね
た
め
に
や
っ
て
る

ご
ど
だ
べ
が
ら
、
ぜ
ん
ぜ
ん
お
も
し
ゃ
え

ぐ
ね
ご
ど
毎

日
や
っ

て
ら
れ

ね
べ
」

あ
く

ま
で
も

趣
味
で

作
っ
て
い

る
の
で
売
り
は

し
な
い
し
、
値

段
も
付
け
ら
れ

な
い
と
話
す
昭
三

さ
ん
。

「
い
ら
ね
が
も
し

れ
ね
ど
も
、
い
ら
ね
ば
、
ど
が
さ
け
だ
り

な
げ
だ
り
し
て
も
い
い
が
ら
」
と
い
う
気

持
ち
で
地
区
の
敬
老
会
で
お
面
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
う
は
思
っ
て

い
て
も
、
玄
関
な
ど
に
飾
っ
て
い
る
の
を

見
た
り
す
る
と
「
嬉
し
い
し
、
は
り
あ
い

が
出
る
」
と
言
い
ま
す
。

「
材
料
だ
ば
た
く
さ
ん
に
あ
る
が
ら
や
れ

る
う
ぢ
だ
ば
や
る
べ
っ
た
。
年
金
ぐ
ら
し

で
金
か
が
ら
ね
趣
味
だ
べ
し
な
。
趣
味
は

一
代
よ
。
そ
れ
で
良
い
の
だ
べ
し
な
。
趣

味
が
高
じ
れ
ば
道
楽
に
な
る
べ
ど
も
、
完

全
な
趣
味
だ
が
ら
、
息
子
に
継
ぐ
わ
げ
に

も
行
が
ね
。
俺
い
ね
ぐ
な
れ
ば
こ
れ
み
ん

な
ぶ
ん
な
げ
ら
れ
る
べ
」
と
面
を
打
ち
な

が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品作業場に飾る作品

「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」「師匠は2冊の本」

し
ょ
う
ど
う
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「
介
護
保
険
制
度
」
は
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
介

護
の
問
題
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
１２
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
町
が
保
険
者
と
な
っ
て
、
介
護
が
必

要
と
な
っ
た
と
き
に
利
用
す
る
方
が
自
ら
主
体
的
に

事
業
者
を
選
択
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

仕
組
み
と
し
て
、
今
日
ま
で
広
く
定
着
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
今
後
団
塊
の
世
代
と
よ
ば
れ
る
方
々
が

高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
す
る
と
、
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
将
来
の
高
齢
化
の

進
展
を
見
据
え
て
、
介
護
保
険
制
度
が
皆
さ
ん
の
老

後
を
支
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ま
た
明
る
く
活
力
あ
る
超
高
齢
化
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
介
護
予
防
を
重
点
と
し
て
今
回
制
度
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
内
容
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

介
護
保
険
料
は
、
町
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
総

額(

利
用
者
負
担
分
を
除
く)

の

19
％
分
に
応
じ
て
、
65
歳
以
上

の
方
の
保
険
料
の
基
準
額
と
し

て
決
め
ま
す
。
平
成
18
年
度
か

ら
３
年
間
の
基
準
額
は
月
額
３

８
０
０
円
で
す
。

た
だ
し
、
平
成
18
年
度
か
ら

は
、
所
得
が
低
い
方
の
負
担
能

力
に
よ
り
き
め
細
か
く
対
応
で

き
る
よ
う
、
保
険
料
の
段
階
を

現
行
の
５
段
階
か
ら
６
段
階
に

見
直
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
は
年
金

受
領
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の

方
は
、
年
金
の
定
期
払
い(

年

６
回)
の
際
に
、
特
別
徴
収
と

し
て
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ

ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
10
月

支
給
分
か
ら
は
老
齢
年
金
以
外

に
、
新
た
に
遺
族
年
金
と
障
害

年
金
も
特
別
徴
収
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

介
護
度
が
軽
度
の
方
の
状
態

を
で
き
る
だ
け
改
善
し
、
今
以

み
ん
な
の
た
め
の
介
護
保
険

上
に
悪
化
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
現
行
の
要
支
援
・
要
介

護
１
の
方
を
対
象
と
し
て
「
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り

ま
す
。

こ
の「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」

の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
介
護

認
定
審
査
会
で
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
判
断
さ
れ
た
方
が
「
要
支

援
１
」
ま
た
は
「
要
支
援
２
」

と
判
定
さ
れ
た
後
に
対
象
と
な

る
も
の
で
、
従
来
の
「
要
介
護

１
」
と
認
定
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

方
も
、
要
支
援
や
要
介
護
状
態

へ
と
悪
化
す
る
前
に
、
生
活
機

能
の
低
下
を
予
防
し
健
康
で
生

き
生
き
と
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
あ
る
い
は
要
介
護
状

態
と
な
ら
な
い
こ
と
を
目
的
と

その１

介
護
保
険
料
の改

定

その２
要
介
護
認
定
の
見
直
し

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

段階

第１
段階

第２
段階

第３
段階

第４
段階

第５
段階

第６
段階

保険料

基準額
×0.5

基準額
×0.5

基準額
×0.75

基準額
×1.0

基準額
×1.25

基準額
×1.5

月額保険料

1,900円

1,900円

2,850円

3,800円

4,750円

5,700円

22,800円

22,800円

34,200円

45,600円

57,000円

68,400円

生活保護を受給している方およ
び世帯全員が住民税非課税で老齢
福祉年金を受けている方

世帯全員が住民税非課税で、前
年の合計所得金額+課税年金収入
額が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税であっ
て、第2段階以外の方

世帯の誰かに住民税が課税され
ているが、本人は住民税非課税の
方

本人が住民税課税で前年の合計
所得金額が200万円未満の方

本人が住民税課税で前年の合計
所得金額が200万円以上の方

年額保険料 対　　象　　者

介 護 保 険 料

介
護
保
険
制
度
の
改
正

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

こ
の
ペ
ー
ジ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
保
健
福
祉
課
（
沢
内
庁
舎
）

８５
ー
３
４
１
２
ま
で
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こ
れ
ま
で
は
身
体
障
害
と
知

的
障
害
、
精
神
障
害
と
い
っ
た

障
害
の
種
類
や
年
齢
で
受
け
ら

れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な

ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
４
月
か
ら
障
害
者

自
立
支
援
法
に
よ
り
、
ど
の
障

害
の
方
も
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
を

地
域
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

●
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り

給
付
等
の
対
象
と
な
る
障
害
者

身
体
障
害
者
、知
的
障
害
者
、

精
神
障
害
者
、
障
害
児
の
方

●
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み

複
雑
に
な
っ
て
い
た
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
一
つ
に
な
り
、
総
合

的
に
障
害
者
が
、
地
域
で
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

在
宅
で
訪
問
や
通
所
を
し
て

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て

施
設
に
入
所
し
て
利
用
す
る
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

入
所
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
は

24
時
間
を
通
じ
た
施
設
で
の
生

活
か
ら
、
地
域
と
交
わ
る
暮
ら

し
へ
転
換
し
て
い
く
た
め
「
日

中
活
動
」
と
「
居
住
支
援
」
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
は
ま
ず
保
健
福
祉
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

利
用
希
望
者
か
ら
申
請
を
受

け
た
あ
と
、
職
員
が
障
害
の
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
公
平
を
期

す
た
め
に
全
国
統
一
の
基
準
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
判
定
し
ま
す
。

調
査
結
果
を
も
と
に
、
町
の

審
査
会
で
審
査
・
判
定
を
行

い
、
ど
の
く
ら
い
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
な
状
態
か（
障
害
程
度
区
分
）

障
害
の
程
度
を
決
定
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
が
決
定
し

た
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

事
業
者
を
選
び
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
契
約
を
結
び
ま
す
。

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
に
か
か
る
費
用

サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
み
ん

な
で
支
え
あ
う
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
費
用
の
１
割
を
負
担

し
て
も
ら
い
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
上

限
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
負
担

が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

し
て
「
地
域
支
援
事
業
」
と
い

う
介
護
予
防
事
業
を
お
こ
な
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
専
門
の
講
師

の
方
に
よ
る
「
運
動
機
能
の
向

上
」「
栄
養
改
善
」「
口
腔
こ
う
く
う

ケ
ア
」

な
ど
の
教
室
を
実
施
す
る
こ
と

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
閉
じ
こ
も
り
予
防
」

や
「
認
知
症
予
防
」「
高
齢
者

の
う
つ
予
防
」
の
た
め
に
保
健

師
な
ど
の
訪
問
に
よ
る
指
導
も

行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
現
在

の
と
こ
ろ
は
要
支
援
や
要
介
護

状
態
に
な
る
お
そ
れ
が
な
い
と

判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
て
も
介

護
予
防
の
た
め
の
健
康
教
室
な

ど
を
行
い
、
健
康
増
進
と
普
及

に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
ま
で
の
よ
う
な
介
護
予
防

に
対
す
る
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

り
、
高
齢
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
総
合
相
談
に
応
じ
る
機
関

と
し
て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
４
月
か
ら
国
民
健
康

保
険
沢
内
病
院
内
に
設
置
し
ま

す
。 その３

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

従来の区分
要介護５

従来の区分 利用できるサービス

介護サービスが利用で
きます。

介護予防サービスが利
用できます。

居宅介護支援事業所で
介護プランを作成しま
す。

地域包括支援センターで予
防プランを作成します。

介護（予防）計画の作成
要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１
要支援２
要支援１

要介護４
要介護３
要介護２

要介護１

要支援

要介護認定区分

基本的な機能
介護予防マネジメン
ト

総合的な相談窓口

権利擁護

包括的・継続的マネ
ジメント

内　　容
介護予防のケアプランを作成、一定期間サービスを提供した
後、介護予防の効果を評価し、ケアプランの見直しを行うものです。
高齢者に対するさまざまな相談を総合的に受け
られます。
高齢者の虐待防止、虐待の早期発見などの権利
擁護事業に取り組みます。
地域の高齢者が住み慣れた地域で暮らすことができるよう、主
治医やケアマネージャー、地域の関係機関の連携を支援します。

地域包括支援センターの基本的な機能

自立支援法自立支援法

4月から
始まります

区分 世帯の収入状況 月額負担上限額
生活保護
低所得１
低所得２
一　　般

生活保護受給世帯
市町村民税非課税世帯で、サービスを利用するご本人の収入が80万円以下の方
市町村民税非課税世帯
市町村民税課税世帯

0円
15,000円
24,600円
37,200円

＊所得に応じて四つの区分に分けられ、それぞれに負担の上限額が決められています。
＊なお、所得を判断する際の世帯の範囲は、住民基本台帳での世帯が原則ですが、住民票で同じ世
帯となっていても税制と医療保険で被扶養者でなければ、障害のある方とその配偶者を別世帯の
扱いとすることができます。

○利用者負担額の上限

こ
の
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ー
ジ
の
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と
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つ
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て
は
保
健
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祉
課
（
沢
内
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舎
）
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区分

件数

火災出場件数

1件
（1件）

損　害　額

819万8,000円

区分

件数

搬送
人員

1件
（3件）
1人
（3人）

10件
（18件）
9人

（17人）

15件
（24件）
15人
（24人）

26件
（45件）
25人
（44人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）
印有効）、第１次試験は4月30日
（日）に行います。
◇Ⅱ種試験
受付期間は4月14日（金）～4

月25日（火）までで、（郵送に
より申し込む場合は、最終日消
印有効）、第１次試験は6月18日
（日）に行います。
問合先／人事院東北事務局　第
二課　試験係　　022-221-2022
人事院
・ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
◎税務職員（大卒程度）
仙台国税局では、地元の大学

に通っている方、首都圏からＵ
ターンして公務員を目指す方な
ど、東北の風土に慣れ親しんだ
バイタリティあふれる職員を募
集しています。
今回募集を行うのは、試験内

容が大学卒業程度の「国税専門
官」です。
受験資格／①昭和54年4月2日～
昭和60年4月1日生まれの者②昭
和60年4月2日以降生まれの者で
次に掲げるもの　(1)大学を卒
業した者及び平成19年3月まで
に大学を卒業する見込みの者
(2)人事院が(1)に掲げる者と同
等の資格があると認める者
受験申込受付期間／平成18年4
月3日（月）～4月14日（金）まで
受験申込書の請求／最寄りの税
務署、仙台国税局人事第二課又
は人事院東北事務局
問合先／仙台国税局人事第二課　
022-263-1111 内線3236

スポーツダンス教室
参加者を募集

ダンス同好会アザレアの会で
は、講師に児玉まゆみ先生をお
招きし、次の日程でスポーツダ
ンス教室を開催します。初めて
の方でも大歓迎です。興味のあ
る方は会場までおいでくださ
い。
日時／4月5日（水）、12日（水）、
19日（水）、26日（水）でいず

れも19:00～21:00まで
場所／湯田トレセン
種目／ワルツなど
参加費／1,000円（初日に集金
します）
申込締切／4月4日（火）
申込・問合先／照井廣男（アザ
レアの会代表・鷲之巣） 82-
3340

歯・口に関するお悩み
「ヨイ歯デーテレホン相談」
岩手県保険医協会では、歯や

口の中の健康に関する無料電話
相談「ヨイ歯デーテレホン相談」
を下記の通り実施します。どう
ぞお気軽にご利用ください。
実施日／4月18日（火）
受付時間／10:00～20:00
受付内容／歯あるいはお口に関
する悩みについて何でも
相談料／無料
相談電話番号／　019-651-7341
（岩手県保険医協会ヨイ歯デー
テレホン相談係まで）

沢内村建設業協会さん（高橋
勲会長）から、クラブ後援会費
として5万円の寄付をいただき
ました。
このお金は、沢内中学校のク

ラブ活動資金として、各種大会
の派遣費などにあてていきます。
ありがとうございました。

教育委員会・沢内中学校・沢内
中学校クラブ後援会

グループ・ホーム杜の家
自遊舎で職員を募集

貝沢にある社会福祉法人マキ
バの会グループ・ホーム杜の家
自遊舎では、次のとおり介護職
員を募集します。詳しくはお問
い合わせください。
募集人員／１名
条件／資格・経験等不問
問合先／　 81-3020 

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

6
9
5
9

7,644
3,592
4,052
2,535

実　数
―
―
―
―
－7
－8
＋1
＋2

前月との比較

（2月末現在）

お悔やみ申し上げます

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

２０

高 橋　金三郎
高　橋　勝　一
高　橋　福　治
細　川　敏　夫
斉　藤　吾　一
高　橋　ハ　ヨ
新　田　ア　イ
高 橋　直　美
八　京　靖　彦
高 橋　　　進

・91歳・
・67歳・
・75歳・
・74歳・
・74歳・
・85歳・
・97歳・
・84歳・
・51歳・
・80歳・

湯之沢
川　舟
弁　天
野々宿
川　尻
湯之沢
両　沢
大　野
大　野
湯　川

火災・救急の状況

2月21日～3月15日受付分

（2月分）

東　　　加芽理
か が り

・女 新　町

ご誕生
おめでとうございます

・清彦・

交通事故の状況 （2月分）

物損
実数
累計

25
（44）

8
（8）

3
（5）

0
（0）

0
（0）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

善意ありがとうございます

そ　の　他 求　人　情　報

末永くお幸せに

高　橋　　　寛
菅　原　美　紀

下　前
盛岡市）

米　澤　一　信
太田代　ルミ子

太　田
湯之沢）

高�
高�
高�

高�

高�

高�
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西和賀町学童クラブ
児童を募集します

町では、保護者が家庭にいな
い時間に、児童の放課後の適切
な遊びと生活の場を提供するこ
とを目的とした学童クラブを平
成18年度も開設します。
入会金・利用料などは下記に

お問い合わせください。
対象／町内に在住する小学生
場所／川尻小と沢内トレセン
開設期間／原則として毎日（土
曜、日曜、祝祭日、12月28日～
1月3日及び8月13日～16日は除
く）。長期休業中（夏休み、冬
休み、春休み）も開設。
開設時間／下校時～18：00
長期休業／８：00～18：00（昼食
持参）
問合先／湯田町社会福祉協議会　
84-2161、沢内村社会福祉協

議会●85-3225、保健福祉課
（沢内庁舎）●85-3412

『春の全国交通安全運動』
を実施

4月6日から4月15日までの10
日間は春の全国交通安全運動期
間です。重点項目は①子供と高
齢者の交通事故防止②自転車の
安全利用の推進③シートベルト
とチャイルドシートの正しい着
用の徹底④ライト早め点灯の推
進です。
みなさんも交通事故には十分

に気をつけましょう。
問合先／生活環境課（湯田庁舎）
●82-3283

下水道受益者分担金の
納付はお済みですか
旧湯田町分の公共下水道下水

道受益者分担金（17年度賦課金）
を分割納付されている方の第２
期の納付期限は2月28日までで
したが、未だに未納となってい
る方が多数おります。
まだ、納付が済んでいない方

は、至急納付してください。ま

た、納付書を無くされた方は、
建設課までご連絡ください。
問合先／建設課（湯田庁舎）
82-3289

犬・猫の避妊去勢手術費
一部を補助します

北上地区狂犬病予防推進協議
会では、動物の適正な飼育を目
的として、犬・猫の避妊去勢手
術補助事業を実施します。
補助内容／手術費のうち1頭に
つき、3千円を補助
補助条件／①北上市、西和賀町
の住人であること。②犬につい
ては登録および狂犬病予防注射
が済んでいること。
受付期間／平成18年4月1日～12
月31日まで（1病院あたり30頭
を限度）
申込方法／下記動物病院の獣医
師に相談のうえ、直接お申込み
ください。
実施動物病院
・たかはし動物病院（北上市九
年橋） 64-2422

・やなぎはら動物病院（北上市
柳原町） 64-5344

・たいら動物病院（北上市黒沢
尻） 63-4771

・エル動物クリニック（北上市
常盤台） 65-7139

・アルフ動物病院（北上市村崎
野） 66-3749

・なお動物病院（北上市大堤西）
67-0270

問合先／生活環境課（湯田庁舎）
82-3283

合併処理浄化槽の設置申
込みを受け付けています
町では、公共下水道及び農業

集落排水処理地域を除く地区を
対象に「町設置型の合併処理浄
化槽」の整備を進めています。
平成18年度は25基を設置する

予定ですが、今年度中に設置を
希望される方はお早めにお申し
込みください。電話での申し込
みも可能です。
問合先／建設課（湯田庁舎）
82-3289

保安林の指定施業要件
見直されます

岩手県農林水産部では、平成
13年度以前に指定した保安林に
ついて、その取り扱いを定めた
指定施業要件の変更手続きを進
めています。指定施業要件を変
更することにより、択伐や間伐
の限度や植栽に関する規制が現
行のものよりも緩和されます。
早急に指定施業要件の変更を

希望する方はご連絡ください。
問合先／北上地方振興局林務課　
65-2733

自衛隊幹部（一般・技術）
候補生を募集します

自衛隊では来年4月採用の候
補生の募集を開始します。
自衛隊幹部（一般・技術）候

補生は、陸上・海上・航空自衛
隊の職域（医師を除く）の幹部
をめざし、幹部候補生学校で学
ぶ特別職国家公務員です。採用
試験に合格すると同時に曹長に
任命され、給与も支給されます。
応募資格／平成19年4月1日現在
で20歳以上26歳未満の者
受付期間／4月1日（土）～5月
12日（金）まで
試験期日／5月20日（土）・21
日（日）
試験会場（予定）／一般・技術
は自衛隊岩手駐屯地（滝沢村）、
飛行要員は自衛隊岩手地方連絡
部本部（盛岡市中央通）
問合先／自衛隊北上募集事務所　
63-6736

平成19年度国家公務員
採用試験実施のお知らせ

◎国家公務員Ⅰ種及びⅡ種
人事院では、国家公務員採用

Ⅰ種及びⅡ種試験（いずれも大
学卒業程度）を実施します。
◇Ⅰ種試験
受付期間は4月3日（月）～4

月10日（月）までで、（郵送に
より申し込む場合は、最終日消

役 場 か ら
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国や県から
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用しています

文�

文�

文�

文�

文�

湯田中学校�

川尻小学校�

越中畑小学校�

湯本小学校�
西和賀高校�

左草�

下前�

湯田�

湯本�

槻沢�

湯之沢�

�

耳取�

草井沢�

鷲之巣�
湯川�

小繋沢�

越中畑�

白木野�

野々宿�

柳沢�

ゆだ錦秋湖駅�

ゆだ高原駅�

中山峠�

貝　沢�

若　畑�

川　舟�

泉　沢�

長瀬野�

弁　天�
猿橋�

太田�

鍵　飯�

前　郷�

新町�

大　野�
東大野�

文�

文�

文�

文�

文�

川舟小学校�

沢内第一小学校�

貝沢小学校�

沢内中学校�

猿橋小学校�

湯田庁舎�

沢内庁舎�

川尻�

ほっとゆだ駅�

西和賀町の歴史・文化・観光施設・イベ
ントなどを紹介します

…… ４

■沢内甚句全国大会
「沢内三千石　お米の出どこ」の歌い出しで始ま

る沢内甚句。毎年9月23日に全国大会を開催してい
ます。第1回目は昭和57年で、このころは11月3
日に行われていました。今年で24回目を迎えます。
大会は歌の部と踊りの部があり、毎年全国から百数
十人が参加します。平成14年の20回記念大会には、
歴代チャンピオンを招き歌謡ショーが行われるなど
盛り上がりました。
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シリーズ

■湖水まつりと
錦秋湖マラソン

湖水まつりは昭和54年から、マラソン大会は翌
年から開催しています。毎年、5月の最終日曜日が
マラソンの実施日。マラソンには、全国各地から
2000人ものランナーが健脚を競い合います。
今年の締め切りは、4月7日です。2000人にな

り次第締め切りますので、お早めにお申し込みくだ
さい。
問合先／マラソン大会事務局

観光商工課内（湯田庁舎） 82-3290

て に を は
異動の季節になりました。旧湯田

からも含め広報係として3年が経ち
ました。これを書いている（3月17
日）時点では、まだ内示がありませ
ん。いろんな意味で期待と不安がつ
のる今日このごろです。（小林）

湖上から花火の打ちあげ

昨年大会の様子
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